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特許戦略工学分科会の現状と将来
http://groups.yahoo.co.jp/group/Patent_Strategy_Engineering/
特許戦略工学分科会の現状と将来

http://groups.yahoo.co.jp/group/Patent_Strategy_Engineering/
２００５年３月１２日現在

メンバー数は６６名、公開名簿記載者数は３５名

特許戦略工学分科会の目的は、特許戦略工学を研究し、特許戦略論の普及
および特許戦略システムの構築の引き金になることです。

オーガナイザ：　久野，長崎
本分科会には、現在４つのワーキンググループがあり、請求項記述
言語の実現を目指した活動を行なっています。

ＷＧ１：　請求項記述言語の仕様検討と仕様検証ワーキンググループ
　　　　　（座長：　谷川　、　副座長：　関）
ＷＧ２：　請求項記述言語を用いたツール検討ワーキンググループ
　　　　　（座長：　生野　、　副座長　茂手木）
ＷＧ３：　請求項記述言語のための外部連携ワーキンググループ
　　　　　（座長：　宮尾）
ＷＧ４：　ＰＣＭＬ産学連携実行ワーキンググループ
　　　　　（オーガナイザ：　片岡）

現在、本分科会は、特許戦略システムの第一弾として、人間にとってもコンピュータ
にとっても明瞭で理解しやすく請求項を記述するための請求項記述言語を知財立国
の技術的インフラとして実現する活動を行なっています。
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SMIPS 特許戦略工学分科会
メンバーによるボランティア活動

特許戦略論
（著作権者：分科会の
執筆メンバー）

特許戦略システムソフトの
構造、仕様

大学の研究室 ソフトウェア開発企業

特許戦略工学分科会の
研究成果の進展のため
、成果の普及活動（標
準化活動など）と成果の
継続的なバージョンアッ
プを繰り返す。

注）　本分科会はボランティア活動であるので、特許戦略システムソフト
に関する本分科会の活動の成果・知的財産権は本分科会の名で一般
に無償開放することに、メンバーは予め同意するものとする。

産学連携の仕組みでの開発活動

活動の全体イメージ

SMIPS 特許戦略工学分科会
メンバーによるボランティア活動

大学の研究室
などの機関や
専門家など

出版社

外部資金

書籍
「特許戦略論」

特許戦略システム
ソフト
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２００４年度の特許戦略工学分科会の主な成果２００４年度の特許戦略工学分科会の主な成果

２００４年４月　　　　　　請求項記述言語Ｖｅｒ０．２の作成

２００４年５月　　　　　　ブロック図からＰＣＭＬタグ混じり請求項を
　　　　　　　　　　　　　　生成できるＰＣＭＬツールを開発

２００５年１月　　　　　　ＰＣＭＬシステムに関する産学連携実現
　　　　　　　　　　　　　　に向けたワーキンググループ発足

２００５年２月　　　　　　政府の「知的財産推進計画２００４」に対し
　　　　　　　　　　　　　　ての意見を提出
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特許戦略工学は、特許戦略論と特許戦略システムから構成
されます。

特許戦略工学

特許戦略論 特許戦略システム

請求項記述言語

ＰＣＭＬツール
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特許戦力の
概念

特許戦力の
創造の理論

特許戦力の
計測の理論

特許戦力の
配置の理論

特許戦力の
比較の理論

特許戦力の
活用の理論

特許戦力の
管理の理論

事業戦略、技術戦略
と特許戦略の統合理論

産業政策、科学技術政策と
特許戦略の統合理論

特許戦力
人材論

特許戦略論

特許を企業経営、日本の知財立国に活かすための
実践的で体系的理論を、特許戦力の概念を中心に
構築する。

特許戦略論のイメージ

特許戦略の
実践経験

特許法孫子の兵法
など

ゲーム理論 ソフトウェア工学
、発想法
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特許戦略の形態

特許戦力の活用の形態は、防御、攻撃、威圧、宣
伝、提携の５形態である。

この５形態では、最も上策は「提携」である。最も下策は「防衛」である。
提携では、自分の事業領域を侵食される事もなく、自分の特許権について実施権を与え
るのでもなく、補完関係にある相手先との協力によって 、自分の事業領域の拡大や、自

分の事業競争力の増大が図れる。従って、提携が最も良い。

防御 攻撃 威圧 宣伝 提携
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特許戦力とは何か？
特許戦力は、「特許戦争を戦い勝利するための力」であり、次の要因の総合力によって定ま
る。

　（１）特許権活用上での各種の障害を乗り越えてでも活用しようとする目的の存在　　

　　　　と、その目的達成の意志（大義名分の存在）

　（２）特許権の権利範囲の広さと、権利範囲内のマーケットボリュウム

　（３）その特許発明の侵害発見容易性

　（４）特許権の権利期間の長さと特許権の個数

　（５）他社製品の侵害摘発能力（他社商品の収集分析能力を含む）

　（６）公知技術の調査・分析能力

　

（７）訴訟能力と交渉能力

（８）自社・他社の特許情報の管理体制（特許の内容へのアクセスの容易性）

（９）特許権を活用する担当部署の士気と知識・能力

（１０）特許権を活用する担当部署の社内的な地位の高さ

（１１）特許権活用における意志決定体制と必要予算の確保の状態

（１２）特許権活用の担当部署と他の部門との協調体制の強さ

（１３）特許権活用担当部署の戦力についての世間の評判（間接的な戦力）

特許パワー

情報パワー

組織パワー
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請求項における問題点請求項における問題点

請求項は読みにくいし、わかりに
くいものとなる。

請求項では、複雑な技術を公知技術と区別しながら、できるだけ権利範囲が広くな

るようにしつつ、発明の技術構造を正確に表現する必要がある。

権利範囲を広くするため
に抽象的な用語を使用し
がちになる。

複雑な技術構造を、あいまいな自然言語での修飾記述で表
現するので技術構造が様々に解釈される可能性と、理解困
難性が発生する。

権利範囲の解釈に争いが発生するようになる。

内容がわかりにくいので、事業
企画、営業、技術開発の部門で
の特許の活用が阻害される。

特許調査、審査、評価、
鑑定などの処理の効率
が低下する。

権利行使のコストと時間
が増大するとともに、特
許権が不安定になる。

特許の存在価値が大きく低下する。明瞭で理解しやすい構造
を持つように請求項を記
述する事が必要。

明瞭で理解しやすい構造
を持つように請求項を記
述する事が必要。
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特許戦略システム

特許戦略システムは、特許戦略を実行可能な環境を形成し、さらには特許
戦略の効率的な実行を可能とする情報システムである。

特許戦略システムで行うことが期待される事項の例
　１．　権利範囲の広い請求項をもつ特許の自動抽出
　２．　特許の自動分類
　３．　注目した特許の請求項に記載の技術と関連性の高い製品の情報を
インターネットで効率的に、できるだけ自動的に調査すること
　４．　請求項の意味分析に基づいたパテントマップの作成

特許戦略システムの基盤として、請求項のコンピュータ処理が必要。

請求項のコンピュータ処理のインフラとして請求項記述言語の開発が必要
であるので、本分科会では第１弾として請求項記述言語に取り組む。
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請求項記述言語とは：

　人間にとってもコンピュータにとっても明瞭で理解しやすい構
造を持つように請求項を記述するために用いる言語である。

英語表記

PCML:    Patent Claim Markup Language

本分科会では、ＸＭＬによって言語定義することで、拡張性
と汎用性の高い請求項記述言語PCMLの標準を構築しよう
としていますので、皆さんの標準化作業への参加を歓迎い
たします。
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請求項記述言語は、
知的創造サイクルを
マンパワーだけで回す
状態を、コンピュータを
活用してもっと高度に速
く回す状態に変える。

請求項記述言語の位置付け

請求項記述言語と他の技術やシステムとの関係

請求項記述言語は、トップダウン指向設計支援システムと非常に親和性が高い。

請求項記述言語はＴｒｉｚと結合することで、知的創造サイクルの全範囲をカバーできる

日本語解析技術の利用は、請求項記述言語を用いたツールの機能の高度化や
使いやすさ向上に役立ちます



12

請求項は構成要素と、構成要素を結合するリンクからなるグラフ構造である。これをＸＭＬで
記述できる。（次ページ参照）

請求項は構成要素と、構成要素を結合するリンクからなるグラフ構造である。これをＸＭＬで
記述できる。（次ページ参照）

請求項を理解するために用いる「請求
項の構成要素やリンクを記述した用語
定義情報」が、請求項の外部で、理解
の主体者に利用可能に保持されていな
ければならない。

そして、他の構成要素との接続に使用
されるリンクがその構成要素の性質に
適合し、外部からの入力と請求項の構
成要素およびリンクの作用で出力が形
成される過程が定性的に説明可能であ
る場合、その請求項は、人間またはコ
ンピュータに、発明の構成と作用・効
果の関係が理解可能に記述された請求
項であると言える。

請求項を理解する主体である人間またはコ
ンピュータが保持している。

構成要素

請求項の構造のイメージ

Ａ

Ｂ
Ｄ

Ｃ

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｋ

構成要素やリンクの意味
を定義した概念辞書

Ｃ

概念展開
リンク

階層構造

入
力

出力

リンク

請求項の理解可能性を支えている
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PCML Ver0.2  DTDPCML Ver0.2  DTD

<!DOCTYPE 請求項記述言語（ＰＣＭＬ）　Ｖ０．２[
<!ELEMENT 特許請求の範囲(辞書? ,PCML ,請求項+)>
<!ELEMENT 請求項(番号 ,上位請求項? ,発明の名称 ,カテゴリー ,構成要素+ ,展開エリア*)>
<!ELEMENT 構成要素(特徴性? ,構成要素名 ,定義情報|修飾情報 ,概念展開?)>
<!ELEMENT 定義情報(絶対的記述? ,相対的記述?)>
<!ELEMENT 修飾情報(絶対的記述? ,相対的記述?)>
<!ELEMENT 絶対的記述(外部入出力関係* ,外部特性関係* ,自己特性?)>
<!ELEMENT 相対的記述(入出力関係* ,特性関係*)>
<!ELEMENT 入出力関係(入出力名称 ,源構成要素名)>
<!ELEMENT 外部入出力関係(入出力名称 ,源記述?)>
<!ELEMENT 特性関係(関係構成要素名+ ,対象特性名)>
<!ELEMENT 外部特性関係(外部存在名+ ,対象特性名)>
<!ELEMENT 概念展開(展開対象 ,展開先名称)>
<!ELEMENT 下位構成要素(特徴性? ,構成要素名 ,定義情報|修飾情報 ,概念展開?)>
<!ELEMENT 辞書(#PCDATA)>
<!ELEMENT PCML(#PCDATA)>
<!ELEMENT 番号(#PCDATA)>
<!ELEMENT 発明の名称(#PCDATA)>
<!ELEMENT カテゴリー(#PCDATA)>
<!ELEMENT 特徴性(#PCDATA)>
<!ELEMENT 構成要素名(#PCDATA)>
<!ELEMENT 入出力名称(#PCDATA)>
<!ELEMENT 源構成要素名(#PCDATA)>
<!ELEMENT 源記述(#PCDATA)>
<!ELEMENT 関係構成要素名(#PCDATA)>
<!ELEMENT 対象特性名(#PCDATA)>
<!ELEMENT 展開対象(#PCDATA)>
<!ATTLIST カテゴリーカテゴリー種別 (物|方法|生産方法) “物”>

<!ATTLIST 特徴性種別 (主特徴部|従特徴部|前提部) >]>
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ノーベル賞受賞者の田中耕一さんの発明のＰＣＭＬ化検討ノーベル賞受賞者の田中耕一さんの発明のＰＣＭＬ化検討

●　特許第３０９７１４８号
【発明の名称】質量分析装置
【発明者】
【氏名】田中耕一
【請求項１】 イオン源(１)と、このイオン源(１)から引き出されたイオンを質
量分離する質量分析部(２)と、この質量分析部(２)で質量分離して取り出
されたイオンを電子に変換するイオン電子コンバータ(４)と、変換された電
子を検出して電気信号と
して取り出す電子検出器（３）とが順次配置されている質量分析装置にお
いて、前記質量分析部（２）とイオン電子コンバータ(４)との間に、さらにサ
ブスリット(１０)を配置する一方、イオン源(１)に印加するイオン引出電圧を
Ｖ0、サブスリット(１０)に印加する電圧をＶs、イオン電子コンバータ(４)に印
加するコンバータ電圧をＶcとした場合に、Ｖs＝Ｖ0－k1、Ｖc＝Ｖ0－k2 (た
だし、k1，k2は定数)の関係を満たすように、Ｖ0の設定に応じてＶs、Ｖcを
それぞれ決定する電圧制御手段(１２)を備
えることを特徴とする質量分析装置。
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田中耕一さんの発明をＰＣＭＬ化した請求項
注）　第１０ページ記載のＰＣＭＬ案を少し修正したものをもとに作成したもの

<請求項表現型>ジェプソン型</請求項表現型>
<前提部>
　<構成要素> <構成要素名>イオン源(１) </構成要素名></構成要素>と、
　<構成要素> <定義部>このイオン源(１)から引き出された<入力>イオン<源>イオン源（１） </源> </入力>を
質量分離する</定義部> <構成要素名>質量分析部(２) </構成要素名> </構成要素>と、
　<構成要素> <定義部>この質量分析部(２)で質量分離して取り出された<入力>イオン<源>質量分析部（２）
</源> </入力>を電子に変換する</定義部> <構成要素名>イオン電子コンバータ(４) </構成要素名> </構成
要素>と、
　<構成要素> <定義部>変換された<入力>電子<源>イオン電子コンバータ(４) </源> </入力>を検出して電
気信号として取り出す</定義部> <構成要素名>電子検出器（３） </構成要素名> </構成要素>
とを備える
　<発明の名称>質量分析装置</発明の名称>
</前提部>において、
<外的付加>
　<構成要素> <修飾部>前記質量分析部（２）とイオン電子コンバータ(４)との間に配置された</修飾部> <構
成要素名>サブスリット(１０) </構成要素名> </構成要素>と、
　<構成要素> <定義部>イオン源(１)に印加するイオン引出電圧をＶ0、サブスリット(１０)に印加する電圧をＶs
、イオン電子コンバータ(４)に印加するコンバータ電圧をＶcとした場合に、Ｖs＝Ｖ0－k1、Ｖc＝Ｖ0－k2 (ただし
、k1，k2は定数)の関係を満たすように、Ｖ0の設定に応じてＶs、Ｖcをそれぞれ決定する</定義部> <構成要素
名>電圧制御手段(１２) </構成要素名> </構成要素>
を備えることを特徴とする
</外的付加>
<発明の名称>質量分析装置</発明の名称>
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ＰＣＭＬ化した請求項のブロック図表現（田中耕一さんの発明）

イオン源(１) 質量分析部(２)

イオン電子コンバータ(４) 電子検出器（３）

イオン

イオン

電子

サブスリット(１０)

電圧制御手段(１２)
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<汎用辞書>http://dictionary.goo.ne.jp/</汎用辞書>

<単語>画像
<下位概念語>カラー画像</下位概念語>
<下位概念語>濃淡画像</下位概念語>
<下位概念語>白黒画像</下位概念語>
<下位概念語>Ｘ線画像</下位概念語>
<下位概念語>赤外線画像</下位概念語>
<上位概念語>映像</上位概念語>
</単語>

<単語>撮像装置
<同義語>撮像手段</同義語>
<下位概念語>テレビカメラ</下位概念語>
<下位概念語>ビデオカメラ</下位概念語>
<下位概念語>ＣＣＤカメラ</下位概念語>
<上位概念語>画像入力装置</上位概念語>
<製品情報>http://www.kakaku.com/sku/Price/videocamera.htm</製品情報>
<単語定義>対象の特性を観測して、対象の特性を示す画像情報を出力する装置</単語定義>
</単語>

<単語>画像表示装置
<同義語>画像表示手段</同義語>
<下位概念語>液晶表示装置</下位概念語>
<下位概念語>ＣＲＴ表示装置</下位概念語>
<下位概念語>カラー画像表示装置</下位概念語>
<製品情報>http://www.kakaku.com/sku/price/tv.htm</製品情報>
<製品情報>http://www.kakaku.com/sku/price/lcd.htm</製品情報>
<上位概念語>表示装置</上位概念語>
</単語>

ＰＣＭＬ用概念辞書
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請求項記述言語(PCML)を支えるソフトウェア環境請求項記述言語(PCML)を支えるソフトウェア環境

請求項
ブラウザ

請求項評価
ソフトウェア

請求項利用の検
索ソフトウェア

各種文書
データベース

請求項エディタ PCMLで記述された
請求項

PCML: 
請求項の構造を
規定した

XMLスキーマ
又はDTD

ブロック図表現表示

ブロック図
エディタ

請求項の特性値
・構成要素数
・未定義用語数
・関連文件数

既存の特許文献
のＰＣＭＬ化ソフト
ウェア

要約書作
成ツール

主語、目的、機能
がPCMLで記述
され、発想支援に
活用できる要約書

用語チェッカー

PCML化
特許文献ＤＢ

概念辞書
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請求項をＰＣＭＬ化することで抽出可能となる「請求項の特徴量」
の例
●　
　（１）特徴量の名称：　多用語を用いた新規性のある請求項で
　　　　ある度合い（P1）

　（２）特徴量の背景となる考え方：
　　　請求項は、過去の文献において多用されている用語を用
　　　いて構成要素名を表現した方が権利範囲が広くなるとともに
　　　権利範囲の明確化にとって有利となる。
　　　しかし、請求項を構成する構成要素名をすべて含む文献が
　　　多数存在すると、新規性を否定される危険が大きくなる。
　　　そこで、構成要素名が多用された用語でありながら、請求項
　　　の新規性が高いという度合いを示す特徴量が必要となる。
　　　この特徴量の値が大きいほど良い請求項となる。
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（３）特徴量の算出アルゴリズム：
　　　特徴量の算出アルゴリズムをできるだけ数学的に表現するために、次の記号を定義する。

　　　claim　：　１つの請求項の文字列
　　　element　：　請求項の任意の構成要素の文字列
　　　element(k) ：　請求項の第ｋ番目の構成要素の文字列
　　　elem_name　：　任意の構成要素の構成要素名の文字列

elem_name(k)　：　第ｋ番目の構成要素名の文字列
　　　num_elem　：　請求項を構成する構成要素の個数
　
　特許庁の公報テキスト検索で、請求の範囲を検索して得られるヒット数を用いて、次の量を定義す
る。
　　　hit_elem(k)　：　第ｋ番目の構成要素名であるelem_name(k)を用いて公報テキスト検索で請求の
　　　　　　　　　　　　　範囲を検索して得られるヒット数

hit_allname　：　全ての構成要素名である下記のものをＡＮＤ結合で並べて、公報テキスト検索で
　　　　　　　　　　　　　請求の範囲を検索して得られるヒット数
　　　　　　　　　　　elem_name(1), elem_name(2), ---- , elem_name(num_elem)

P1 = Min(hit_elem(1), hit_elem(2), ----- , hit_elem(num_elem)) / (1 + 
hit_allname)
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茂手木さんの作成のＰＣＭＬツールＶｅｒ０．３の操作画面　２００４年１１月１日現在

ツールのファイルの存在場所：　http://groups.yahoo.co.jp/group/Patent_Strategy_Engineering/files/PCML1_TOOL/PCML.zip



22

今後の展開～　品質評価ツール　～

①評価困難な対象を特性に分けて評価する
②評価結果を明細書品質評価だけでなく、特許評価に利用できないか？

権利特性 発明本質抽出性

発明展開性

強靭性

明瞭性

実施可能担保性

論理性

明細書記述言語
までの拡張も重要

文献特性



23

今後の展開　~　技術や事業を結合する機能　~今後の展開　~　技術や事業を結合する機能　~

請求項記述言語を用いて、請求項記載の発明を実施するために必要な技術を掲載した
Ｗｅｂページへのリンクを張ったり、必要な技術を実現するＣＡＤデータモジュールや製品
へのリンクを張ることが可能である。このようなリンクを「技術リンク」と呼ぶ。
請求項記述言語で技術リンクを含めて記述された請求項は、「技術的立ち入り禁止区域」
だけを表現するものから、「技術結合」や「事業結合」をも表現するものに変わる。

従来の請求項

「技術的立ち入り禁
止区域」を表現して、
他者による技術使
用を排除する機能を
基本としている。

市場や技術を
取り合うだけ
で付加価値を
産まないゼロ
サムゲーム

技術を囲むフェンス

「権利を確保した技
術」を表現するととも
に、結合すべき他の
技術を示すリンクを
持つ。

技術リンク付きで明瞭な請求項

技術や製品の
結合で
新たな付加価
値を産むプラ
スサムゲーム
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ユビキタスネットワークに必要な「機能合成用知識」を与える
ＰＣＭＬ化請求項のデータベース

ユビキタスネットワークに必要な「機能合成用知識」を与える
ＰＣＭＬ化請求項のデータベース

請求項の構造のイメージ

Ａ

Ｂ
Ｄ

Ｃ

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｋ

構成要素やリンクの
意味を定義した概念
辞書

Ｃ

概念展
開リン
ク

入
力

出
力

リンク

センサセンサ

　現在状態
機能合成用知識

センシング
データの
統合用知識

画像ＤＢ

センサ センサ

現実世界

コンテキスト化

サ
ー
ビ
ス
合
成
、
処
理
機
能
合
成

目的状態

状態空間ナビゲータ

状態空間
ルートマップ

階層構
造

必要サービス、機能
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PCML産学連携実行ＷＧの体制

エム・アール・アイシステムズ株式会社
，株式会社アドス，Ｉ社

金沢工業大学大学院東京キャンパス　
服部・中沢研究室，
東京工業大学　奥村研究室

産学連携実行グループ

　　　　　　特許戦略工学分科会

標準化された
PCMLと、

PCMLシステム
の全体像

請求項の
構造モデル
の理論

PCML
エディタ

PCML用
概念辞書

PCML
言語仕様

PCML化
請求項
応用ソフト

PCML化請求項
データベース

理論やニーズの提供、ユーザの立場からのシステムの評価、
標準化の推進、産学連携での補助金獲得の支援など
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２００５年度の新たな活動の候補

● Patent Claim Drafting Cup
　１．　概要

　良い請求項を短時間に作成する技術を競う技術分野別トーナメント戦を毎年
ＳＭＩＰＳ主催（ＳＭＩＰＳ内では本分科会が中心的役割を果たす）で行ない、優勝
者（および上位入賞者）にPatent Claim Master（仮称）の称号を与え、表彰する。
　

技術分野別に用意された実施例と図面、関係する公知文献からなる組を題材と
して提供し、競技者２名に所定時間内に請求項を作成してもらう。請求項を所定
の基準に基づいて審判団が審判して、どちらの競技者の作成した請求項が優
れているかを決定する。これにより、次の段階に勝ち進む競技者を決定していく
というトーナメント戦を行なう。

トーナメント戦は、請求項作成支援ツールを用いるグループと、用いないグルー
プに分けて行ない、それぞれのグループでのチャンピオンを決定し、それぞれの

チャンピオンの戦いで総合チャンピオンを決定する。　



27

２．　目的

　請求項の作成技術に優れた人物を認定し、表彰することで、請
求項作成技術への関心を高める。現在は、弁理士試験にしても
、知財検定にしても法律知識の評価に偏りすぎており、特許実務
において最も重要な請求項作成技術や請求項評価技術がほと
んど無視されている。このような状況を変革することで、良い請
求項を作成することや請求項を評価することへの関心を高め、
ＰＣＭＬ普及や推進を図る。

　３．　実行の案

　特許戦略工学分科会のメンバー内の弁理士資格保持者、特許
実務のベテランを中心に、次のグループを形成してＳＭＩＰＳ主催
での開催に向けて準備をする。知財学会、知財検定協会などの
協賛や、特許業務関連ツールのメーカの支援を得る。
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　　（１）　トーナメントで用いる請求項作成の題材を作成する
グループ

　　（２）　トーナメントでの競技者２名づつの戦いごとに勝敗を
決定するとともに、請求項の審査基準や審査方法を決定する
グループ

　イベントの企画実行をしたり、広報宣伝などが得意であった
り、関心があったり、経験がある人を中心に次のグループを
形成する。

　　（３）　表彰の方法や、表彰を受けた人の社会的な認知度
を高めるための活動、ＰＣＭＬツールを用いることで評価の高
い請求項の作成が出来やすくなるという宣伝などを企画実行
をするグループ
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特許第2577294

【請求項１】
敷き布団状のエアマットの周縁に沿って筒状断面の浮き袋が設けられている入浴マットと、

前記エアマットと前記浮き袋に個別的に圧縮空気を出し入れする圧縮空気出し入れ手段と、

前記入浴マットの頭部側を浴槽の上部に固定する固定手段とを備え、

前記エアマット及び前記浮き袋に圧縮空気を注入して膨脹させることにより前記入浴マットを
前記浴槽内の湯に浮遊させ、

該入浴マットに被介護者を寝かせた状態で、先ず前記エアマットの圧縮空気を抜き、続いて
前記浮き袋の圧縮空気を抜いて収縮させることにより、前記入浴マットと共に被介護者を浴
槽内に下降させ、
入浴後は、先ず前記浮き袋に圧縮空気を注入して膨脹させ、
続いて前記浮き袋に圧縮空気を注入して膨脹させることにより、
前記入浴マットと共に被介護者を浮上させるように構成されていることを特徴とする

介護用入浴マット装置。

現在のＰＣＭＬでは表現できないが、表現す
べきでもないと考える。
物の請求項の中に、その物の使用方法
が記載されているが、その使用方法を可能
とするための、その物の構成要素の間の関
係を記述していないため。

方法部分
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